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一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、あ
の
十
数
秒
の
揺
れ
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
以
下
、「
大
震
災
」
と
省
略
）
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
一
五
年
が
経
つ
。
あ
の
震
災
は
何
だ
っ
た
の
か
、
大
震
災
に

関
す
る
資
料
（
以
下
、「
震
災
資
料
」
と
省
略
）
に
携
わ
り
始
め
て
八
年
、「
大

震
災
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
こ
う
い
う
資
料
は
な
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る

と
、
大
震
災
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
日
々
感
じ
る
。
そ
ん
な

時
、塩
崎
氏
の
近
著『
住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』を
仕
事
で
取
り
上
げ
、

大
震
災
が
起
き
な
け
れ
ば
お
会
い
す
る
は
ず
の
な
い
著
者
ご
本
人
に
お
目

に
か
か
る
機
会
を
得
た
。
塩
崎
氏
は
本
書
の
あ
と
が
き
に
、「
災
害
や
防

災
は
、
本
来
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
で
は
な
か
っ
た
が
、
被
災
地
の
大
学

に
勤
め
る
こ
と
か
ら
被
害
の
実
態
調
査
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

ま
ま
復
興
問
題
に
連
続
し
て
い
っ
た
」
と
記
す
。
被
災
地
に
は
こ
の
よ
う

な
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、多
様
な
分
野
の
研
究
者
が
被
災
地
に
入
り
、

被
災
者
や
行
政
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
論
文
、

報
告
書
、
記
事
等
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
国
立
国
会
図
書
館
の

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
れ

以
降
は
下
降
の
一
途
を
辿
る（

１
）。

大
震
災
は
当
時
の
研
究
者
に
と
っ
て
一
種

の
流
行
で
あ
り
、
自
分
の
研
究
分
野
、
研
究
テ
ー
マ
と
地
震
、
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
の
過
程
で
発
生
し
た
現
状
、
問
題
・
課
題
が
多
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
震
災
直
後
か
ら
数
年
に
か
け
て
、
述
べ
ら
れ
た
問
題
・
課
題
の

多
く
は
、
解
消
ま
た
は
改
善
の
た
め
の
研
究
・
調
査
が
、
現
在
に
至
っ
て

も
必
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
い
、
或
い
は
継
続
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
震
災
の
研
究
で
は
、
既
存
の
研
究
分
野
の
枠
を
大

き
く
超
え
た
学
際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
大
震
災
に
関
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す
る
調
査
・
研
究
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
地
震
学
、
建
築
学
、
法
学
、

行
政
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
、
都
市
計
画
な
ど
一
つ
の
既
存
の
学
問
体
系

の
枠
組
み
で
は
到
底
収
ま
り
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
震
災
に
よ

り
、
従
来
の
学
問
分
野
の
範
疇
に
収
ま
り
き
れ
な
い
問
題
の
調
査
、
分
析

を
目
的
と
し
て
、
従
来
は
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
か
っ
た
複
数
の
学
問
分
野

の
研
究
者
が
共
同
で
数
多
く
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
学
際
的
研
究
の
成
果

を
発
表
し
て
き
た
。

　

塩
崎
氏
も
ま
た
大
学
と
い
う
枠
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
兵
庫
県
震
災
復

興
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い
う
大
震
災
が
惹
き
起
こ
し
た
全
て
の
問
題
に
関
し

て
、
調
査
・
研
究
等
の
諸
事
業
を
推
進
す
る
民
間
団
体
か
ら
の
提
言
も
続

け
て
い
る
。
本
書
『
住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
は
、
大
震
災
及
び
大

震
災
以
降
に
発
生
し
た
地
震
災
害
に
よ
り
自
宅
を
失
っ
た
被
災
者
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
施
策
・
事
業
等
を
経
て
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
を
得
て
、
ど
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
失
っ
た
か
が
主
に
塩
崎
研
究
室
の
調
査
・
研
究

結
果
を
基
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
私
が
東
京
に
お
い
て
、「
大
震

災
に
関
す
る
資
料
を
整
理
す
る
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
言
え
ば
、「
ま
だ
、
そ
ん
な
こ
と
が
仕
事
に
な
る
の
か
」
と
い
う
驚
き

を
含
ん
だ
問
い
が
返
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
は
言
い
返
せ
な
か
っ
た
。
大
震

災
か
ら
一
五
年
、
目
に
見
え
る
地
震
の
傷
跡
が
な
く
な
っ
た
被
災
地
で
、

見
え
づ
ら
い
傷
が
疼
い
て
い
る
。
本
書
で
そ
の
傷
を
見
た
人
な
ら
ば
私
が

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
と
答
え
て
も
理
解
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
第
１
章　

復
興
災
害
」
で
は
、「
住
ま
い
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
家

族
団
ら
ん
の
場
で
あ
る
。
住
ま
い
な
く
し
て
は
誰
も
が
生
き
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
災
地
で
は
現
実
的
に
基
盤
で
あ
る
住

ま
い
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
く
、「
大
震
災
の
教
訓
」

と
「
創
造
的
復
興
」
と
い
う
名
の
「
開
発
的
復
興
」
の
影
で
、
地
震
に
よ

り
生
き
延
び
た
人
が
「
間
接
死
」
と
し
て
復
興
過
程
で
死
に
、
人
に
よ
っ

て
は
震
災
前
よ
り
も
苦
し
い
経
済
状
態
に
陥
る
と
い
う
「
復
興
災
害
」
が

継
続
し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
「
復
興
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
で
始

ま
る
。

　
「
第
２
章　

復
興
ま
ち
づ
く
り
と
住
宅
」
で
は
、「
わ
が
国
の
都
市
が
基

盤
未
整
備
で
あ
る
と
い
う
認
識
」
に
よ
り
、
災
害
や
戦
災
の
た
び
に
都
市

を
整
備
し
て
き
た
歴
史
を
踏
襲
し
、
当
然
の
如
く
大
震
災
の
被
災
地
で
も

復
興
都
市
計
画
事
業
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
市
街
地
再
開
発
事

業
が
実
施
さ
れ
、
手
続
き
面
と
内
容
面
で
問
題
が
あ
り
な
が
ら
突
き
進
ん

だ
結
果
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
喪
失
し
、
そ
の
影
響
を
調
査
結
果
に

よ
り
実
証
し
て
い
る
。

　
「
第
３
章　

復
興
公
営
住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
よ
る
と
、
大
震
災

の
住
宅
復
興
で
は
、
避
難
所
―
仮
設
住
宅
―
復
興
公
営
住
宅
と
三
つ
の
段

階
、
施
策
が
主
な
手
段
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
「
単
線
型
住
宅
復

興
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
施
策
に
よ
り
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
に
対
す
る

塩
崎
研
究
室
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
と
兵
庫
県
が
実
施
し
た
調
査
の
現
実

か
ら
の
乖
離
が
、
三
つ
の
段
階
を
経
る
ご
と
に
建
物
の
水
準
は
よ
く
な
っ

て
い
く
が
、
そ
の
都
度
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
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壊
し
、
復
興
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
ま
た
、
尼
崎
市
築
地
地
区
と
芦
屋
市
若
宮
地
区
の
実
態
は
復

興
公
営
住
宅
の
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を
避
け
る
よ
う
に
「
あ
る

程
度
」
成
功
し
た
事
例
と
検
証
し
な
が
ら
も
、
復
興
公
営
住
宅
の
形
ば
か

り
の
完
成
だ
け
で
は
「
復
興
」
で
は
な
い
こ
と
が
改
め
て
示
唆
さ
れ
る
。

　
「
第
４
章　

自
力
仮
設
住
宅
と
い
う
方
法
」
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
且
つ

建
設
的
だ
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
提
言
で
あ
る
。
被
災
者
が
従
前
の
居

住
地
で
、
自
ら
の
力
で
、
単
線
型
住
宅
復
興
の
路
線
に
乗
ら
ず
、
ま
た
は

乗
れ
ず
に
独
自
の
や
り
方
で
徐
々
に
住
宅
を
復
興
さ
せ
て
い
く
「
自
力
仮

設
住
宅
」
と
い
う
特
徴
的
な
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
我
が
家
の
近
く

で
も
見
ら
れ
た
更
地
に
建
て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
や
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
こ

と
で
あ
る
。
一
戸
当
た
り
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
・
撤
去
に
は
合
計

四
〇
〇
万
円
の
費
用
が
か
か
る
割
に
、
当
初
は
冷
暖
房
設
備
等
も
無
く
極

め
て
使
い
に
く
い
上
、被
災
者
の
地
元
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
作
ら
れ
、

使
用
後
は
大
半
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
比
べ
、
自
力
仮
設
住
宅

は
平
均
九
〇
〇
万
円
と
高
額
で
あ
る
が
、
公
的
支
援
を
受
け
る
等
の
シ
ス

テ
ム
が
整
い
、
自
分
の
元
の
住
地
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
よ
り
保
全
さ
れ
や
す
い
。

　
「
第
５
章　

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
の
住
宅
復
興
」
は
話
が
急
転
し
た
か

に
見
え
る
が
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島

中
部
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
で
発
生
し
た
Ｍ
六
・
二
の
地
震
に
よ
り

被
害
の
大
き
か
っ
た
農
村
集
落
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
喪
失
・
破

壊
さ
れ
な
か
っ
た
住
宅
復
興
の
例
（
コ
ア
ハ
ウ
ス
、
ド
ー
ム
住
宅
）
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
農
村
部
と
都
市
部
で
発
生
し
た
大
震
災
の
住
宅
復

興
を
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
途
上
国
の
経
験
を
軽
視
せ
ず
に
日
本
に

お
け
る
中
山
間
地
域
の
住
宅
復
興
の
参
考
と
し
て
、
住
宅
復
興
へ
真
摯
に

取
り
組
む
地
元
・
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
姿
勢
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
「
第
６
章　

住
宅
復
興
に
備
え
を
」
で
は
、「
住
宅
復
興
は
ハ
コ
モ
ノ
づ

く
り
だ
け
で
は
だ
め
だ
」
と
塩
崎
氏
は
本
書
を
一
言
で
要
約
す
る
。
被
災

者
が
従
前
の
居
住
地
で
、
自
力
で
住
宅
復
興
す
る
こ
と
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
保
全
す
る
単
純
確
実
な
方
法
」
と
捉
え
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に

公
的
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
が
大
震
災
以
降
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

制
定
、
改
正
等
を
経
て
「
若
干
の
前
進
が
見
ら
れ
る
」
成
果
を
挙
げ
る
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
貢
献
は
都
市
計
画
、
ま

ち
づ
く
り
や
社
会
学
な
ど
様
々
な
分
野
に
渡
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の

場
で
は
敢
え
て
「
震
災
資
料
」
へ
の
貢
献
や
意
義
に
限
っ
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

　

第
一
に
、
本
書
は
塩
崎
研
究
室
に
よ
り
行
わ
れ
た
数
々
の
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
、
図
、
分
析
等
に
よ
り
被
災
地
の
住
宅

復
興
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
喪
失
と
い
う
非
常
に
見
え
に
く
い
事
象
を

可
視
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
調
査
資
料
及
び
検
証
結
果
は
、

研
究
室
の
資
産
で
あ
る
。
同
時
に
、
調
査
対
象
者
で
あ
る
被
災
地
の
人
々

の
資
産
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
被
災
地
の
資
産
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は

個
人
情
報
を
含
む
た
め
慎
重
に
取
り
扱
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
被
災
地
の
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復
興
に
益
す
る
貴
重
な
震
災
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

第
二
に
、
本
書
の
題
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
復
興
」
の
定
義
は
、
実
は

定
か
で
は
な
い（

２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
震
災
資
料
に
は
常
に
「
復

興
」
の
文
字
が
躍
り
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
で
あ
る
。「
復
興
と
は
何
か
」
と
い
う
議
論
が
な
い
ま
ま
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
ば
を
敢
え
て
使
い
つ
つ
、住
宅
復
興
の
実
態
を
通
じ
た「
復

興
」
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
復
興
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

き
た
震
災
資
料
と
「
復
興
」
の
定
義
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
近
年
、
大
震
災
に
関
す
る
出
版
物
は
、
被
災
地
の
実
態
そ
の

も
の
を
検
証
す
る
目
的
の
も
の
よ
り
、
防
災
に
特
化
し
た
も
の
が
多
く
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
通
り
、
大
震
災
直
後
の
短
期
的
な
復
旧
に
関

す
る
研
究
は
幅
広
く
行
わ
れ
た
が
、
復
旧
期
以
降
の
長
き
に
わ
た
る
復
興

期
の
研
究
成
果
は
少
な
く
、
ま
し
て
や
行
政
の
作
り
上
げ
た
「
創
造
的
復

興
」
に
対
し
て
疑
問
視
し
た
上
で
、
大
震
災
の
住
宅
の
復
興
を
「
成
功
話

だ
け
で
は
な
く
、
失
敗
も
含
め
て
正
確
に
伝
え
る
」
姿
勢
を
持
つ
本
書
自

体
が
海
外
か
ら
「
大
震
災
に
関
す
る
教
訓
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い
う
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
で
き
る
優
れ
た
震
災
資
料
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
か
ら
、「
住
宅
復
興
」
を
検
証
す
る
際
に
震
災
資
料

が
関
係
す
る
点
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
震
災
資
料
の
保
存
に
携
わ
る

者
と
し
て
、気
に
な
る
点
も
生
じ
た
。以
下
で
は
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
記
す
。

　

第
一
に
、
本
書
第
３
章
に
お
い
て
神
戸
市
が
二
〇
〇
七
年
末
に
公
表
し

た
資
料
に
基
づ
き
、
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
神
戸
市
は
再
開

発
事
業
の
収
支
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
、
今
後
の
被
災
地
の
住
宅
復
興
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に

重
要
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
ゆ
え
に
資
料
名
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
被
災
地
に
は
大
震
災
に
関
連
す
る
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
民
間
資
料
で
言
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
約
一
七
万
点
の
資
料
の
中
に
は
避
難
所
、
仮
設

住
宅
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
。
そ
し

て
、
被
災
し
た
兵
庫
県
、
各
市
町
に
お
い
て
も
大
震
災
の
復
旧
、
復
興
の

過
程
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の
保
存
・
活
用
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る（

３
）。
す
ぐ
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
利

用
に
よ
っ
て
被
災
地
の
復
興
に
関
す
る
研
究
が
進
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、避
難
所
―
仮
設
住
宅
―
復
興
公
営
住
宅
の
単
線
型
住
宅
復
興
、

復
興
都
市
計
画
事
業
に
関
す
る
資
料
は
行
政
、
研
究
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
作
成
し
た
資
料
や
報
告
書
等
が
大
量
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
被
災
地

の
住
宅
復
興
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
方
法
、
復
興
都
市
計
画
事
業

以
外
の
地
区
で
住
宅
を
復
興
し
た
者
、
県
外
避
難
者
、
被
害
認
定
で
一
部

損
壊
と
な
っ
た
建
物
の
所
有
者
等
の
住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
の
資
料
は
少
な
い
。公
的
支
援
制
度
や
規
制
の
過
程
、或
い
は
ア
ン
ケ
ー

ト
・
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
限
り
、
資
料
は
作
成
さ
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る

各
個
人
の
自
由
な
選
択
で
住
宅
を
復
興
し
た
被
災
地
の
大
部
分
の
者
の
実
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態
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
塩
崎
氏
が
い
う
普
通
の
庶
民
で
あ
る
私
は
我
が

家
の
住
宅
復
興
の
こ
と
は
分
か
る
が
、
隣
家
の
住
宅
復
興
の
こ
と
は
分
か

ら
な
い
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
誰
も
よ
く
分
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
大
都

市
の
震
災
復
興
に
お
け
る
総
合
的
な
資
料
の
損
失
で
は
な
い
か
。
震
災
復

興
の
研
究
と
震
災
資
料
の
保
存
は
こ
れ
か
ら
も
続
く（

４
）。

　

二
〇
一
〇
年
に
入
り
、
世
界
で
は
一
月
一
二
日
に
は
ハ
イ
チ
共
和
国
で

Ｍ
七
・
〇
、二
月
二
七
日
に
は
チ
リ
中
部
で
Ｍ
八
・
八
、四
月
一
四
日
に
は
中

国
青
海
省
南
部
で
Ｍ
七
・
一
の
大
規
模
な
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
。
各
種

報
道
に
よ
り
大
量
の
死
者
数
や
避
難
者
数
、
家
屋
の
倒
壊
数
を
知
ら
さ
れ

る
と
き
、
そ
の
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
地
震
発
生
直
後
の
一
種
の
パ

ニ
ッ
ク
や
昂
進
状
態
が
落
ち
着
く
頃
、
各
種
報
道
が
消
え
ゆ
く
中
、
や
が

て
被
災
地
は
復
興
期
を
迎
え
る
。「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
」
と
問
わ
れ
る
と
き
、
本
書
は
大
震
災
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
復

興
例
を
提
示
し
、
相
手
国
の
経
験
か
ら
も
学
ぶ
と
い
う
一
被
災
地
の
立
ち

位
置
を
再
確
認
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
全
て
は
建
物
の
復
興
だ
け

で
は
な
く
、
人
の
復
興
の
た
め
に
。

　

最
初
は
、「
生
き
て
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
」、
そ
れ
か
ら
、「
雨
露
し
の

げ
る
だ
け
で
十
分
」
と
思
っ
た
。
一
九
九
五
年
二
月
、
全
壊
し
た
我
が
家

に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
捐
金
が
神
戸
市
か
ら
配
分
さ
れ
る
と
知
る
。

で
も
、「
一
〇
万
円
で
ど
う
や
っ
て
家
を
建
て
直
せ
る
ん
や
ろ
う
」。
自
宅

を
再
建
で
き
る
術
の
な
い
大
学
生
の
私
は
つ
ぶ
や
く
。

註（
１
）　

国
立
国
会
図
書
館
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
雑
誌
記
事
索
引
）http://opac.

ndl.go.jp/Process

に
お
い
て
、「
論
題
名
」
に
「
大
震
災
」
と
入
力
し
、

検
索
し
た
結
果
、
一
九
九
五
年
―
一
〇
五
〇
件
、
一
九
九
六
年
―
一
〇
三
八

件
、
一
九
九
七
年
―
五
三
五
件
、
一
九
九
八
年
―
三
六
七
件
、
一
九
九
九
年
―

二
四
五
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
同
じ
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
書
誌
拡
張
検
索
）

に
お
い
て
、「
件
名
」
に
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
と
入
力
し
、
検
索
し
た
結

果
、
一
九
九
五
年
―
三
五
〇
件
、
一
九
九
六
年
―
二
九
五
件
、
一
九
九
七
年
―

一
二
五
件
、
一
九
九
八
年
―
八
二
件
、
一
九
九
九
年
―
六
八
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た

（
二
〇
一
〇
年
四
月
三
〇
日
確
認
）。

（
２
）　

二
〇
〇
七
年
に
作
ら
れ
た
日
本
災
害
復
興
学
会
で
は
復
興
の
概
念
或
い
は
あ

る
べ
き
復
興
に
つ
い
て
、
共
通
理
解
を
形
成
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）　
「
震
災
の
全
公
文
書
保
存
・
活
用　

神
戸
市
の
教
訓
後
世
へ　

市
、
一
〇
年
度

か
ら
」
と
し
て
、
神
戸
市
が
大
震
災
に
関
連
す
る
膨
大
な
量
の
資
料
を
保
存
・

活
用
す
る
た
め
、
整
理
を
開
始
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。（
二
〇
一
〇
年
二

月
二
六
日
、
神
戸
新
聞
夕
刊
一
〇
面
）

（
４
）　

塩
崎
氏
は
あ
と
が
き
に
「
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
上
で
、
復
興
は
予
防
に
劣

ら
ず
、
大
変
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
次
の
災
害
に
対
す
る

備
え
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
記
し
、『
倒
壊

―
大
震
災
で
住
宅
ロ
ー
ン

は
ど
う
な
っ
た
か
』（
島
本
慈
子
、
一
九
九
八
年
、
筑
摩
書
房
）、『
住
宅
喪
失
』

（
島
本
慈
子
、二
〇
〇
五
年
、筑
摩
書
房
）
で
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
た
被
災
者
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
取
材
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
島
本
氏
も
前

著
の
あ
と
が
き
に
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
問
題
は
過
去
形
で
は
な
く
現
在
進
行
形
で

あ
り
、
同
時
に
、
全
国
の
人
に
直
接
か
か
わ
る
大
き
な
未
来
形
で
も
あ
り
ま
す
」

と
書
く
。




